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1．はじめに

白川村大白川上流地域における恐竜の足印化石の発見（国光ほか，1990）を機に発足した本調査

団は，白川村大白川上流地域（本調査団，1992）につづいて，その南方にあたる荘川村尾上郷地域

おいて，おもに1991年度に調査を実施した。本報は，

中JL画こその概要をまとめたものであり，詳しい報告

は調査計画が終了する1992年度末に行う予定であ

る。

本地域に分布する手取層群の研究は，窟（1940）

にはじまり，前田（1952）によりその基本的な層序

が定められた。また，前田（1954）による化石林の

研究やHayami（1959a，b）による海生動物群につ

いての研究などもある。最近になって，公文・加納

（1991）はこの地域の手取層群についての層序学的

な再検討とそれまでほとんど検討されていなかった

手取層群の堆積学的研究をおこない，公文・小坂

（1991）とともに堆積古環境や後背地問題を検討し

ている。

本報をまとめるにあたり，荘川村教育委員会およ

び荘川営林署の各位には現地での調査に多大な便宜

をはかっていただいた。ここに記して感謝の意を表

する。

2．地質のあらまし

調査範囲は，荘川村尾上郷地域の大黒谷流域から

尾上郷川上流域にかけての地域である（図1）。この

地域における地質調査も，大白川上流地域の場合と

同様に，5，000分の1地形図を基本図としておこな

この地域に分布する手取層群の地質と化石を
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図1　調査地域の位置（縦線部の範囲）
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い，可能なかぎり広範囲にルート・マップを作成し，それにもとづいて地質図を作成した（図2）。

この地域には，東方の御母衣湖西岸にわずかに露出する船津花崗岩（神谷・原山，1982）を基盤

として，手取層群がひろく分布する。手取層群は，おもに本地域の北部において閃緑岩に貫かれ，

南部において濃飛流紋岩に相当すると考えられる珪長質火砕岩類に不整合におおおれる。また，本

地域の各所で　幅10m以内の規模で安山岩類やヒン岩の岩脈・岩床に貫かれており，西部や南部で

は鮮新一更新世の火山噴出物に覆われている。閃緑岩は，本地域東方に分布する牧戸苦鉄質複合岩

体（神谷・原山，1982）の一部に相当し，おもに中粒の両輝石角閃石黒雲母石英モンゾ閃緑岩から

なる。

3．手取居群の居序と岩相

調査地域に分布する手取層群の総合柱状図を図3にしめず。手取層群は，下位から石徹白亜層群

に属する大谷山累層・大黒谷累層・アマゴ谷累層と赤岩亜層群に属する大倉累層・別山谷累層・奥

丸山谷累層の6累層に区分される。これらの層序区分は，最上位の奥丸山谷累層を除いて，基本的

には公文・加納（1991）による区分と一致しており，ここでは公文・加納（1991）による地層名を

そのまま眉いる。

これらの積算層厚は2，900m以上であり，その地質構造は一部地域では買入岩類や断層により乱れ

ているが，基本的には西側に開いた半盆地状構造をなす。前田（1952）はアマゴ谷層（本論文にお

けるアマゴ谷累層）と大クラ層（本論文における大倉累層）とは不整合関係であるとしているが，

両層の間では岩相が漸移的に移化し，侵食面や基底礫岩も認められず　走向・傾斜の変化もみられ

ないことから，両層は整合関係にあると判断され，本地域においては各層とも整合に重なる。
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図2　岐阜県荘川村尾上郷地域の地質図
1　崖錐堆積物　2　鮮新一更新世火山噴出物　　3　珪長質火砕岩類　4　閃緑岩　5－10　手取層群　5　奥

丸山谷累層　　6　別山谷累層　7　大倉累層　8　アマゴ谷累層　9　大黒谷累層　10　大谷山累層　11断層
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（1）石徹白亜層群

l）大谷山累層

本層は，調査地城東縁の大黒谷下流域を模式地とし，尾上郷lii下流域から本地域の南東綾部へか

けて分布する。おもに細～中粒の厚い塊状砂岩からなり，中一上部には明瞭な層理をしめず細粒砂

岩と泥岩の互層や小礫をふくむ粗粒砂岩をわずかにはさむ。小礫の礫種はチャートが多く，砂岩，

珪質頁岩，花崗岩などの礫もふくまれる。本層の最上部と中部には，汽水生の二枚貝，巻貝，カキ

の化石がふくまれる。また，上部と中部の2層準に漣痕がみられる（図4）。層厚は約1，300mであ

る。

2）大黒谷累層

本層は，大黒谷中流域を模式地とし，それより北方へはコブ谷下流域から尾上郷川中流域へかけ

て，南方へは大黒谷上流域へかけて帯状に分布する。おもに泥岩と細粒砂岩の互層からなり，層厚

1－2mの塊状の細粒凝灰岩と漣痕をもつ細粒砂岩がそれぞれ1層準でみられる。本層には淡水生

の二枚貝，巻貝の化石や，珪化木などの植物化石が多くふくまれる。本層の最下部には，多くの貝

類化石や植物化石がふくまれ　脊椎動

物化石がふくまれる可能性が高い層準

がある（後述）。層厚は約140mである。

3）　アマゴ谷累層

本層は，調査地域中央部のアマゴ谷

中流域を模式地とし，大黒谷上流域か

ら尾上郷川中流域へかけて広く分布す

る。おもに中礫をふくむ厚い塊状の砂

岩からなり，下部には粗粒砂岩と泥岩

の互層がしばしばみられる。上部の粗

粒砂岩中に，ほとんどオーソコーツア

イトの円礫だけからなる中礫がふくま

れる。本属下部の泥岩中に保存のよい

植物化石が豊富にふくまれ，上部の粗

粒砂岩中に数m以内の厚さではさまれ

る細粒砂岩や泥岩の互層（図5）にも

直立樹幹などの植物化石がふくまれ

る。また，本層の最下部層準にあたる

大黒谷ダムの下流において，幅10数m

にわたり粗粒砂岩が下位層を削りこん

だチャネル構造がみられ　そこから脊

椎動物化石がみつかっている（後述）。

層厚は約750mである。

（2）赤岩亜層群

1）大倉累層

本層は，尾上郷間と支流の海上谷と

の合流点より約500m上流の地点を模

式地とし，アマゴ谷中流域から小シウ

ド谷，大シウド谷など調査地域の西部

別山谷累層

二大倉累層

アマゴ谷累層

大黒谷累層

一一一連痕化石

I享　珪化木化石

着　材化石

◎　恐竜化石

叉　淡水生動物化石

又　海生動物化石

大谷山累層　　文　汽水生動物化石

＋　植物化石

泥岩

砂岩泥岩互層

細粒砂岩

中粒砂岩
粗粒砂岩

礫岩

凝灰岩

図3　尾上郷地域における手取層群の総合地質柱状図
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図4　大谷山累層の細粒砂岩上にみられる漣痕（大黒

谷下流）　スケールは20cm
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図5　アマゴ谷累層上部における粗粒砂岩と泥岩の互

層（小シウド谷中流）

にかけて帯状に分布する。おもに，大礫をふくむ礫岩からなり，

大礫まじりの粗粒砂岩をともなう。礫は層理面にそって並ぶこ

とが多く，礫種はほとんどがオーッコーツアイトの円礫で　わ

ずかに珪長質火山岩類や砂岩の礫をともなう。層厚は最大で約

20mであるが，走向方向へ大きく変化する。

2）別山谷累層

本層は，尾上郷川上流の別山谷を模式地とし，アマゴ谷の周

辺地域から尾上郷川上流の北側地域にかけてひろく分布する。

おもに厚い含礫粗粒砂岩からなり（図6），数m以内の厚さで細

粒砂岩と泥岩の互層をともなう。ふくまれる礫は比較的すくな

く，層理面にそって並ぶことが多い。礫種はほとんどが5cm以

下のオーソコーツアイトの円礫である。本層の下部層準に，厚

さ1mほどの塊状の細粒凝灰岩がみられる。泥岩には植物片が

わずかにふくまれ　粗粒砂岩の一部に炭化した材化石がふくま

れることがある。層厚は約550mである。

3）奥丸山谷累層

∴∴∴；∴∴∴議∴∴∴ 　一蹴懸ii 剪� �� 

／＿纏艶　　一議懸 � ����秘芸詰÷　」 

∴∴∴「∴ �����HｴXｶ9J���� �� 
一　一　　　　／ � � 

i魂ii′ � �� ��

）へ）－、 剌ｦ‾ ��������育��

潔 � ��

撥繁藁攫，‾‾‾‾‾ii‾し鍬 

‾、認識議鰭 ��������

i熊 �������xR�e育����������

∴「● 

諒∴ii喜（／三融 
証書∴言霊譲／∴ 

図6　別山谷累層における礫岩と砂

岩の互層（尾上郷jii上流のサ

本層は，尾上郷川上流の奥丸山谷中流域を模式地とし，調査　　　　ブ谷入口）

地域の西端に分布する。おもに数m以下の厚さでくりかえされる細粒砂岩と泥岩の互層からなり，

中粒砂岩をともなう。別山谷累層にくらべ細粒の砕屑物が優勢で，オーソコーツアイトの円礫がほ

とんどみられないことを特徴とする。本層には保存のよい植物化石がふくまれる。層厚は100m以上

であるが，更新世とされる丸山火山の噴出物におおわれるため上限は不明である。

4．おもな産出化石

ここでは，調査地域において恐竜化石を産出する可能性が高い2地点について，これまでに得ら

れているおもな化石とそれらをふくむ岩石について記述する。2地点は，大黒谷ダムの下流約2kmに

ある大黒谷林道ぞいの露頭（以下，OK－1地点とよぶ）と大黒谷ダムの上流約2kmにある大黒谷林道

ぞいの露頭（以下，OK－2地点とよぶ）である。

（1）OK－1地点

この地点は，本調査団の一員である大倉正敏がこれまでにも爬虫類の卵殻化石などを採取し，注目

していた地点である。ここで採取されたおもな化石は，脊椎動物の骨片（図版1）が数点と大型爬

虫類の歯が2点である。
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これらをふくむ岩石は，青灰一黒灰色の珪質細粒砂岩で，風化すると表面が赤褐色になり，Unio

Ogami90enStS，防砂arussp．などの5mm以下の細かい破砕殻片を多くふくみ，炭質物や亜円細礫を

まれにふくむ。この地点は，アマゴ谷累層の最下部層準にあたり，すでにのべたように，粗粒砂岩

が下位の砂岩泥岩互層を幅10数mにわたり削りこんだチャネル構造をしめす地点である。化石をふ

くむ珪質細粒砂岩はチャネルを埋める粗粒砂岩中にはさまれた河川堆積物と考えられる。

歯の化石については同定作業中であり，ここではその概要だけを記述する。

1）標本1（図版2）

歯根，較頭尖部および近心側部を欠き，歯冠部が保有されている。頬舌方向につぶれた単

錐歯型の円錐歯で，湾曲し，遠心側に鋸歯縁をもつことから，肉食恐竜の歯と考えられる。

2）標本2（図版3）

歯根および較耗のすすんだ歯冠の一部を残している不完全な標本である。2本の明瞭な稜

と数本の簸嚢がみられることや全体の形態から，植物食恐竜の歯と考えられる。

（2）OK－2地点

ここで採取されたおもな化石は，Myrene（Mesocoγbicuh）tetoγiensts，TtZtOria yokのnmat，

N砂ononaiatetoriensis，Uniosp．，l宥めaruS俗inoiaiaP）OnogoensiSなどの貝類化石，H）do2amites

Sp．をはじめとする多くの植物化石，硬鮮魚をふくむ魚類の鱗や骨片および多量のカメの甲羅片（図

版4）などである。また，大型爬虫類の歯と思われる化石も産出している。

これらをふくむ岩石は，雲母片を多くふくむ茶褐色～黒灰色のシルト質泥岩で　部分的に腐泥質

となる。一部に薬理がみられるが，全体としては塊状である。このシルト質泥岩は，大黒谷累層の

最下部層準にあたり，傾斜や層厚をわずかに変化させながらも林道にそって100m以上にわたり連続

して分布する。ふくまれる貝類化石の多くが殻片であり，植物破片の化石が多いことや貝類化石の

種類から，これらは海の影響をともなう湖沼（公文・加納，1991）といった淡水から汽水の要素を

もつ環境下に堆積したものと考えられる。

5．まとめ

（l）荘川村尾上郷地域に分布する手取層群は，積算層厚2，900m以上で西に開いた半盆地状構造を

なして分布し，大きく6累層に区分される。これらの地層区分は，基本的には公文・加納（1991）

による区分とおなじである。

（2）前田（1952）が指摘した大倉累層直下の不整合面は確認されず，大白川上流地域における場合

（本調査団，1992）と同様に，本地域においても石徹白亜層群と赤岩亜層群の間は整合に重なる。

（3）脊椎動物の化石が産出する確率の高い層準は，大黒谷累層の最下部とアマゴ谷累層の最下部の

2層準であり，それぞれの層準にあたる2地点で恐竜化石を産出する可能性が高い。
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図版説明
1．OK－1より産出した脊椎動物の骨片

2．OK－1より産出した肉食恐竜の歯

3．OK－1より産出した植物食恐竜の歯
4．OK－2より産出したカメの甲羅片


